
2026年 2月 8日 （朝 10：30-11：30） 

聖 日 礼 拝 司会 城尾 マコト 

前 奏 全員黙祷  「新聖歌 23番」 

招 詞 詩篇 147篇 1～4節(旧 877頁) 司会者 

頌 栄 ♪新聖歌 60番 

主の祈り  全 員 

使徒信条  全 員 

交読文 新改訳 51番 マタイ福音書 5章 920頁 司会者・全 員 

聖 書 第 1テサロニケ 5章 10～11節(旧 323頁) 司会者 

讃美歌 ♪新聖歌 1 いざ皆きたりて 

祈 祷 司会者による祈り 

 ♪子供達の祝福の為の賛美 484番 

讃美歌 ♪新聖歌 275 信仰こそ 

メッセージ 「共に歩いて下さる主」 城尾マコト牧師 

讃美歌 ♪新聖歌 45 十字架の血に 

    証とお知らせの時間 

献 金 ♪新聖歌 55番 

頌 栄 ♪新聖歌 63番 

祝 祷  城尾マコト牧師 

後 奏 全員黙祷 ♪新聖歌 59番 
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主の再臨の希望 

主が私たちのために死んでくださったのは、生きる時も死ぬ時も、私たち

が主と共にあるためです。パウロはテサロニケの信者たちに、すでに天に

召された人々について希望を持つように教えました。希望を持っていない

ノンクリスチャンのように悲嘆に暮れることがないためです。イエスが死ん

で復活されたように、神はイエスを信じて召された人々を、イエスと一緒に

連れて来てくださいます。主が再び来られる時、キリストを信じて死んだ

人々がまず最初に復活し、それから生き残っている私たちが彼らと一緒に

新しい世界に入れられ、そこで主とお会いします。こうして、私たちは皆、い

つまでも主と共にいるようになるのです。 
 
神の牧会的配慮 

詩篇 147篇は、主がエルサレムを建てあげ、イスラエルの連れ去られた者

を集められる方であることを告げています。主は心うちくだかれた者をい

やし、彼らのキズを包まれます。主は星の数を定め、それぞれに名前を付け

られるほど、私たち一人一人に心を配ってくださる方なのです。 
 
信仰の交わりの中で 

大阪中之島中央公会堂で開かれていたケズィック・コンベンションでは、多

くの方が心に主を受け入れ、献身されました。二十年の間に母教会から十

名もの青年が牧師となり、主の御用をしておられます。昨年は母教会に新

しい会堂が建て上げられ、主にハレルヤです。二十二年間共に礼拝をささ

げたこと、牧場会の聖書の学び、水曜日の祈祷会、イースター、クリスマス、

婦人部のバザーなど、信仰の生活を支えていただきました。 
 
家族と共に歩む信仰 

今、子育て中のお母さんやお父さんは、どうか子供達と沢山遊んであげて

ください。お仕事をしながら大変なことでしょう。イエス様も、ご弟妹と共に

三十年の間、ご家族との生活をこの地上で過ごされました。長男として、ご

両親に仕えてくださいました。神と人とに喜ばれたと聖書に書かれていま

す。パウロはいつも喜び、いつも祈り、すべてのことに感謝していました。

私たちも、このことをよく教えて、互いに慰め合い、相互の徳を高め、励ま

し合いましょう。 
 

城尾マコト 牧師 

 テサロニケへの第一の手紙 5章「共に歩いて下さる主」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日之影キリスト教会 

週報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 住  所 】 

〒882-0402 宮崎県西臼杵郡日之影町岩井川 2724-1 

 

【 献金口座 】 

■ 宮崎銀行 高千穂支店 普通 117216 城尾マコト 

■ ゆうちょ銀行 店名 四一八 店番 418 普通 3873744 

記号 14140 番号 38737441 城尾マコト 

 

 

主 の 祈 り 
 天にまします我らの父よ、ねがわくばみ名をあがめさせ給
え、御国を来らせ給え、御心の天になるごとく地にもなさせ
給え。 
我らの日用の糧を今日も与え給え、我らに罪をおかすものを
我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆるし給え。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出し給え。 
国と力と栄とは限りなく汝のものなればなり。 

アーメン 
 

使 徒 信 条 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子
我らの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりてやどり
処女マリヤより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受
け十字架につけられ、死にて葬られ、陰府に下り、三日目に
死人の内よりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に
坐したまえり。 
 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまわん。
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦
し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。    

アーメン 
 

子供讃美歌 484神様ありがとう 
神さまありがとう 今朝受けた恵みと 
心の糧を 感謝します 
神の子供として 歩んでいけるように 
いつもそばにいて お守りください 
 
父なる神さま 御子なるイエスさま 
御霊の神さまに ハレルヤ アーメン 

 


